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安
全
で
快
適
な
自
転

車
通
行
空
間
を
効
果
的

に
整
備
す
る
た
め
の
計

画
を
策
定
し
ま
す
。


パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

　（
意
見
公
募
）で
意
見
を
募
集
し
ま
す

　
本
計
画
（
素
案
）
は
「
自
転
車
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
対
象
路
線
」
な
ど
に
つ

い
て
記
載
し
て
い
ま
す
。
素
案
の
全

文
は
、
交
通
対
策
課（
本
庁
舎

7階
）、

区
政
情
報
課
（
本
庁
舎

3階
）、
区
政

情
報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎

1階
）、
特

別
出
張
所
、
区
立
図
書
館
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
新
宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ご
意
見
の
提
出
先
・
問
合
せ
】

12月

14日

ま
で
に
交
通
対
策
課
交
通
企

画
係（
〒

1
6
0・

8
4
8
4歌

舞
伎

町

1―

4―

1、本
庁
舎

7階
）
（

5

2
7
3）

4
2
6
5・


（

3
2
0
9）

5
5
9
5へ

、
郵
送
（
必
着
）・
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
新

宿
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付

け
ま
す
。
ご
意
見
に
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
の
ほ
か
、在
勤
・
在
学
の
方
は
勤

務
先
ま
た
は
学
校
の
名
称
を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
（
氏
名
等
の
個
人
情
報

は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
（
素
案
）

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
私
は
父
方
の
祖
母
が
作
る
甘
い

卵
焼
き
が
大
好
き
で
、
帰
省
の
た
び

リ
ク
エ
ス
ト
す
る
。
母
が
作
る
塩
味

の
卵
焼
き
も
好
き
だ
が
、
私
は
な
ぜ

か
祖
母
の
甘
い
卵
焼
き
を
食
べ
る

と
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
。

あ
る
朝
、
祖
父
の
「
ご
は
ん
だ
よ
」

と
い
う
声
で
起
こ
さ
れ
、頭
は
目
覚
め

な
い
ま
ま
、
体
は
台
所
へ
向
か
っ
た
。

「
み
光
の
も
と
わ
れ
今
幸
い
に
こ
の

浄
き
食
を
う
く
。
頂
き
ま
す
。
」
機
械

的
に
箸
を
持
ち
動
か
し
て
い
る
と
、

卵
焼
き
を
口
に
し
た
瞬
間
一
気
に

目
が
覚
め
た
。「
な
ん
だ
こ
れ
は

!!」

と
思
っ
て
い
る
と
、
斜
め
前
に
座
っ

て
い
る
祖
母
が
「
お
い
し
い
か
ね
？
」

と
笑
顔
で
聞
い
て
く
る
。
お
も
わ
ず

手
で
口
を
押
さ
え
て
、
モ
ゴ
モ
ゴ
か

み
な
が
ら
「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
と

嘘
を
連
発
し
た
。
し
か
し
嘘
を
つ
い

た
私
の
良
心
は
痛
ん
だ
。こ
れ
は
祖

母
を
尊
重
し
た
嘘
だ
ろ
う
か
。
祖
母

は
砂
糖
と
塩
の
配
分
が
わ
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
上
に
、
味
覚
や

色
彩
ま
で
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。

少
し
前
か
ら
、
物
忘
れ
が
進
行
し

て
い
る
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
と
う

と
う
認
知
症
の
要
介
護
認
定
を
受

け
た
と
い
う
。

私
は
こ
の
と
き
以
来
、
甘
い
卵
焼

き
を
作
る
練
習
を
し
て
い
る
。
次
帰

省
す
る
と
き
に
、
甘
く
て
お
い
し
い

卵
焼
き
を
祖
母
に
食
べ
て
ほ
し
い
と

思
っ
た
か
ら
だ
。
初
め
の
う
ち
は
グ

チ
ャ
グ
チ
ャ
の
失
敗
作
ば
か
り
だ

っ
た
が
、
兄
に
「
味
は
お
い
し
い
か

ら
、
形
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
い
い
と

思
う
よ
」
と
褒
め
ら
れ
、
猛
練
習
し

た
。
毎
晩
、
卓
上
に
は
卵
焼
き
が
並

ん
だ
が
、
兄
は
嫌
と
い
う
顔
も
せ
ず

食
べ
、
必
ず
何
か
し
ら
の
コ
メ
ン
ト

を
く
れ
た
。

兄
か
ら
言
葉
で
励
ま
さ
れ
、
気
が

つ
い
た
。
そ
し
て
、
ふ
つ
ふ
つ
と
後
悔

の
念
が
湧
き
出
て
き
た
。
兄
が
私
の

卵
焼
き
を
褒
め
て
く
れ
る
よ
う
に
、

私
も
祖
母
の
卵
焼
き
の
良
い
と
こ
ろ

を
探
し
て
、
嘘
を
つ
か
ず
に
褒
め
て

あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
私
が
「
お
い
し
い
」
と
連
発
し
た

と
き
、
本
当
は
祖
母
に
バ
レ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
や
る
せ
な

い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
私
の
嘘
で

祖
母
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
あ
の
と
き
ど
う
す
れ
ば
良

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

練
習
に
時
間
を
か
け
た
分
だ
け
、

母
と
色
々
な
話
を
し
た
。「
ど
う
し

て
甘
い
卵
焼
き
を
作
ら
な
い
の
？
」

と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
子

供
の
頃
か
ら
塩
味
の
卵
焼
き
で
育

っ
た
か
ら
だ
そ
う
だ
。

母
は
結
婚
す
る
と
き
、
今
ま
で
自

分
が
食
べ
て
き
た
卵
焼
き
と
祖
母

の
作
る
卵
焼
き
の
味
が
違
う
こ
と
に

一
抹
の
不
安
を
感
じ
た
そ
う
だ
。
し

か
し
、
祖
母
は
育
っ
た
環
境
や
好
み

は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
だ
か
ら
と
、
甘

い
卵
焼
き
を
強
制
し
な
か
っ
た
。「
郷

に
入
っ
て
は
郷
に
従
え
」
の
例
外

に
、
母
は
祖
母
の
思
い
や
り
と
心
の

広
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
そ
し
て
甘

い
卵
焼
き
が
食
卓
に
出
た
ら
味
わ
っ

て
食
べ
た
そ
う
だ
。

祖
母
の
認
知
症
の
話
も
し
た
。
症

状
を
遅
ら
せ
る
薬
は
あ
る
が
、
日
進

月
歩
の
医
療
で
も
、
認
知
症
の
特
効

薬
は
な
い
。
ふ
と
、
正
気
に
返
っ
た
瞬

間
、
指
摘
を
受
け
た
瞬
間
、
嫌
な
思
い

を
す
る
。で
も
す
ぐ
に
コ
ロ
ッ
と
忘

れ
る
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
明
る
く
、
楽

天
的
で
子
供
の
よ
う
に
純
粋
。
毎
日

を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
一
番
の
薬

だ
。祖
母
は
辛
い
思
い
を
し
て
も
忘
れ

る
か
ら
ま
だ
良
い
が
、
側
で
面
倒
を

見
る
祖
父
の
こ
と
を
考
え
る
と
平
静

で
は
い
ら
れ
な
い
。
祖
父
は
三
六
五

日
二
四
時
間
ず
っ
と
一
人
で
祖
母

の
世
話
を
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
に
、

祖
父
は
祖
母
が
認
知
症
に
な
り
か

け
た
頃
、
曾
祖
母
の
介
護
も
し
て
い

た
。
そ
の
期
間
を
合
わ
せ
る
と
長
い

期
間
介
護
を
し
て
い
る
。

私
に
も
祖
父
の
よ
う
に
介
護
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
私
だ
っ
た
ら
大
変

さ
の
あ
ま
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま

う
気
が
す
る
。
祖
父
は
戦
争
を
経
験

し
た
せ
い
か
、
も
の
す
ご
く
我
慢
強

い
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
夫
婦
心
中
や
殺

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な

い
。
私
に
は
い
つ
ま
で
も
続
く
介
護

に
疲
れ
、
心
中
す
る
気
持
ち
が
少
し

わ
か
る
気
が
す
る
。
一
人
で
頑
張
っ

て
い
る
祖
父
は
本
当
に
す
ご
い
と
思

う
。
あ
り
が
と
う
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。

し
か
し
、こ
の
先
状
況
が
悪
化
す

る
と
趣
味
の
囲
碁
や
絵
画
教
室
に

通
え
な
い
ほ
ど
介
護
に
手
が
か
か

る
。
今
で
さ
え
祖
父
の
自
由
な
時
間

は
削
ら
れ
て
い
る
。
自
由
と
は
誰
も

が
持
っ
て
い
る
権
利
で
奪
え
な
い
。

心
の
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。で
き
る
こ
と
な
ら
、
そ
の
場
だ
け

時
間
を
止
め
た
い
。

高
齢
化
が
進
む
今
、
私
も
高
齢
者

を
支
え
る
側
の
一
人
に
な
り
つ
つ
あ

る
。つ
い
要
介
護
者
に
目
が
向
い
て

し
ま
う
が
、
介
護
者
の
自
由
も
確
保

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
誰
か
一
人
だ

け
が
辛
い
思
い
を
し
な
い
社
会
。
祖

父
が
祖
母
を
介
護
施
設
に
入
れ
ず

に
、
一
緒
に
家
で
暮
ら
し
た
い
と
思

う
気
持
ち
を
尊
重
し
た
い
。
何
か
力

に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
み

た
。学
生
も
認
知
症
に
つ
い
て
学
べ
る

場
が
必
要
だ
。
ま
た
、
日
常
の
介
護

の
愚
痴
を
気
軽
に
言
え
る
関
係
が

身
近
で
作
れ
た
ら
い
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
は
私
が
祖
母
に
卵
焼
き

を
作
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
。
祖
父
に
は

毎
週
電
話
し
て
色
々
な
話
を
し
た

い
。
電
話
の
先
に
は
私
た
ち
家
族
が

い
て
、い
つ
で
も
繋
が
っ
て
い
る
と
安

心
し
て
も
ら
い
た
い
。
要
介
護
者
だ

け
で
な
く
介
護
者
の
人
権
も
保
障

し
、
最
期
ま
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
、
温
か
い
社
会
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
う
。

池池田田 麻麻里里子子ささんん

（新宿西戸山中学校2年）

30年度全国中学生
人権作文コンテスト

「「ややささししささのの卵卵焼焼きき」」

東京都大会奨励賞

環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
の

催
し


省
エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー

　
「
脱
炭
素
社
会
の
か
た
ち
」

【
日
時
】

11月

20日

午
後

1時

30分

～

4時

【
対
象
】区
内
事
業
者
、区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
、

30名

【
内
容
】
講
話
「
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
か
ら
ひ
も
解
く
」（
講
師
は

浅
井
豊
司
／
㈱
フ
ル
ハ
シ
環
境
総
合

研
究
所
所
長
）

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
（

3面
記
入

例
の
と
お
り
記
入
）
で
、

11月

19日

（
必
着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒

1

6
0・
0
0
2
3西

新
宿

2―

11―

4、
新
宿
中
央
公
園
内
）

（

3
3
4

8）

6
2
7
7・（
3
3
4
4）

4
4
3

4・
in
fo
@
sh
in
ju
ku
-e
co
ce
n
te
r.

jp
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。


衣
類
・
和
服
・
毛
糸
の
分
別
回
収

　
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
衣
類
（
子
ど
も

服
も
可
）・
和
服
・
毛
糸
を
回
収
し
ま

す
。
衣
類
と
和
服
は
分
け
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
靴
・
か
ば
ん
、
虫
食
い
・
カ

ビ
等
劣
化
し
て
い
る
も
の
、
汚
れ
て

い
る
も
の
は
引
き
取
り
で
き
ま
せ
ん
。

【
日
時
】

12月

12日

午
後

1時
～

4時

【
会
場
・
問
合
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
車

で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。


基
礎
か
ら
学
ぶ
寄
せ
植
え
講
座

【
日
時
】

12月

14日

午
前

10時
～

12

時
・
午
後

1時

30分
～

3時

30分
（

2

回
と
も
同
じ
内
容
）

【
内
容
】お
正
月
を
迎
え
る
寄
せ
植
え

作
り（
講
師
は
星
野
学
／
テ
ク
ノ
・
ホ

ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
講
師
）

【
費
用
】

2千

500円
（
家
庭
学
習
用
の

材
料
を
追
加
す
る
場
合
は

3千

500円
）

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
園
芸
用
手
袋
、

エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
袋

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
に

3

面
記
入
例
の
ほ
か
希
望
時
間
（
午
前
・

午
後
の
別
。
第

2希
望
も
記
入
可
）、

材
料
追
加
希
望
の
有
無
を
記
入
し
、

11月

30日（
必
着
）ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ
。
各
回
定
員

20名
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。

新
宿
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
セ
ン
タ
ー
の
催
し


リ
サ
イ
ク
ル
講
座

①
余
熱
料
理
に
役
立
つ
鍋
布
団
作
り

【
日
時
】

12月

7日

午
後

1時
～

4時

【
費
用
】

100円（
資
料
代
）

【
持
ち
物
】
木
綿
ま
た
は
ウ
ー
ル
地
の

古
布（

70～

80
cmの

正
方
形
・
直
径

32

cmの
円
、
各

2枚
）、
ひ
も
布
（

5
cm×

122
cm）
2枚

、
中
布
ま
た
は
中
綿
（

70

cmの
正
方
形
と
直
径

30
cmの

円
、
各

1枚
）、
裁
縫
道
具
一
式

②
牛
乳
パ
ッ
ク
等
で
正
月
飾
り
作
り

【
日
時
】

12月

15日

午
後

1時

30分

～

3時

30分

【
持
ち
物
】
は
さ
み
、
筆
記
用
具

③
古
布
で
肩
布
団
作
り

【
日
時
】

12月

18日

午
後

1時
～

4時

【
費
用
】

150円（
材
料
費
等
）

【
持
ち
物
】
厚
地
ま
た
は
キ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
古
布
（
表
布
・
裏
布
用
、
各

90
cm

×

100
cm）、

裁
縫
道
具
一
式
、
筆
記
用

具

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉…
…
…

【
対
象
】区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
②
は

在
学
の
方
も
可
）、

15名

【
共
催
】
①
③
は
新
宿
環
境
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
の
会

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
（

1枚

に
付
き

1講
座
）
に

3面
記
入
例
の

と
お
り
記
入
し
、①
③
は

11月

27日
ま

で
、
②
は

12月

1日
ま
で
（
い
ず
れ
も

必
着
）に
同
セ
ン
タ
ー（
〒

1
6
9・

0

0
7
5高

田
馬
場

4―

10―

2）
（

5

3
3
0）

5
3
7
4（

月
曜
日
休
館
）

へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。


エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

　
生
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
水
を
上
手
に
使
う
調
理
実
習

を
通
じ
て
環
境
に
配
慮
し
た
調
理
を

考
え
ま
す
。

【
日
時
】

12月

13日

午
前

10時

30分

～
午
後

1時

30分

【
会
場
】
エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ

オ（
西
新
宿

3―

7―

13、
東
京
ガ
ス

新
宿
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

2階
）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の

16歳
以

上
、

24名

【
メ
ニ
ュ
ー
】
オ
ム
ラ
イ
ス
セ
ッ
ト

【
費
用
】千
円（
材
料
費
等
）

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

【
申
込
み
】往
復
は
が
き
に

3面
記
入
例

の
と
お
り
記
入
し
、

11月

22日
（
必
着
）

ま
で
に
新
宿
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ

ー
へ
。応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

し
ん
じ
ゅ
く


ア
ト
ム
通
貨
で
描
く

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
リ
デ
ザ
イ
ン

【
日
時
】

12月

9日

午
後

3時
～

5時

【
内
容
】ア
ト
ム
通
貨
を
活
用
し
た
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
・
観
光
誘

客
等
地
域
活
性
化
策
に
関
す
る
講
話

（
講
師
は
日
高
海
／
㈱
手
塚
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
プ
ラ

ン
ナ
ー
）

【
費
用
】

500円（
飲
み
物
代
等
）

【
会
場
・
申
込
み
】
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
電

子
メ
ー
ル
に

3面
記
入
例
の
と
お

り
記
入
し
、

11月

19日

ま
で
に
エ

コ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
宿
（
西
新
宿

2―

11―

4、
新
宿
中
央
公
園
内
）

（

3

3
4
8）

6
2
7
7・

（

3
3
4
4）

4
4
3
4・


in
fo
@
sh
in
ju
k
u
-

e
c
o
c
e
n
te
r.jp
へ
。定
員

30名
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

高
田

馬
場

創
業

支
援

セ
ン

タ
ー

の
催

し

①
創
業
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】

12月

1日

午
後

2時
～

5時

【
対
象
】
創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
、

創
業
か
ら

5年
未
満
の
方
、

36名

【
内
容
】
創
業
時
に
知
っ
て
お
く
べ
き

3つ
の
公
的
融
資
制
度

【
費
用
】

500円（
資
料
代
等
）

②
創
業
ス
ク
ー
ル

【
日
時
】

12月

2日
～

23日
の
日
曜
日

午
後

3時
～

5時
（

2日

は
午
後

2時

30分
か
ら
）、
全

4回

【
対
象
】
創
業
を
目
指
し
て
い
る
方
、

10名

【
内
容
】
創
業
に
必
要
な
知
識
や
考
え

方
、
実
行
力
あ
る
事
業
計
画
書
の
作

成
方
法
、
実
務
経
験
者
に
聞
く
創
業

と
経
営
革
新
の
取
り
組
み

【
費
用
】

4千
円（

4回
分
。資
料
代
等
）

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉…
…
…

【
会
場
・
申
込
み
】①
は

11月

17日

か

ら
、②
は

11月

29日

ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル（

3面
記
入

例
の
ほ
か
現
在
の
仕
事
内
容
を
記
入
）

で
同
セ
ン
タ
ー
（
高
田
馬
場

1―

32

―

10）

（

3
2
0
5）

3
0
3
1・

（

3
2
0
5）

1
0
0
7・


in
cu
@

sh
in
ju
ku
-cen

ter.jp
へ
。①
は
先
着
順
、

②
は
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
。
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